
　２年前の秋ごろのことでし
た。農作業を終え、暗い中帰り
支度をしていると、つえを引き
ずって歩くおじいさんがいまし
た。「どこさ行くの？ ここがど
こか分かる？」と聞いても、あ
いまいな返事で、ここがどこな
のか分からない様子。幸い、自
宅の住所は分かっていたので、
車で送り届けましたが、あの時
に声を掛けなかったらどうなっ
ていたのだろうと今でも不安に
思います。その体験があってか
ら、認知症について意識するよ
うになりました。
　そんな折、市の担当者から「奥
州市で行われる声掛け模擬訓練
を見に行かないか」と誘いがあ
り、実際に参加してみると「寺

田地区でも同じようなことがで
きるのではないか」と思ったこ
とが実施のきっかけです。
　訓練をしてみると「声掛けの
仕方は分かっているようで、分
かっていなかった」という感想
が多かったです。また、訓練を
実施したことにより、参加者の
認知症に対する意識も変わった
ように感じます。
　今回は年配の人が多かったで
すが、今後は小・中学生も交え
て行いたいです。また、コミセ
ンまつりなどのイベントで寸劇
を行ったり、訓練の様子をコミ
セン広報でお知らせしたりする
など、認知症の人を見守ること
ができる地域づくりに貢献して
いきたいと思っています。

■ 

４
人
に
１
人
が
認
知
症
の
可
能
性

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
27
年
に
発
表
し

た「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略（
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」に
よ
る
と
、
全
国
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
認
知
症

の
人
は
平
成
24
年
で
約
４
６
２
万
人
、

割
合
に
す
る
と
、
お
よ
そ
15
％
に
上
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
常

と
認
知
症
と
の
中
間
の
状
態
の
軽
度
認

知
障
害
の
高
齢
者
約
４
０
０
万
人
と
合

わ
せ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約

４
人
に
１
人
が
、
認
知
症
ま
た
は
そ
の

予
備
軍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な

病
気
で
す
。

■ 

八
幡
平
市
に
当
て
は
め
て
み
る
と

　

市
の
人
口（
２
万
６
１
９
９
人
）の

う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は

９
９
０
８
人
で
、
そ
の
割
合
は
約
37
・

82
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成
29
年
９

月
30
日
現
在
）。

　
認
知
症
の
全
国
有
病
率
15
％
か
ら
計

算
す
る
と
、
市
の
認
知
症
高
齢
者
数
は

約
１
４
８
６
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

◆
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
と
は

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
症
の
人
の

増
加
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
べ
く
、
平
成
27
年
に「
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
～
認
知
症
高
齢
者
等
に
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～
」（
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
）が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
戦
略
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の

７
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

❶
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
の
推
進

❷
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
時
・
適
切
な

医
療
・
介
護
な
ど
の
提
供

❸
若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化

❹
認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援

❺
認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
の
推
進

❻
認
知
症
の
予
防
法
、
診
断
法
、
治
療
法
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
介
護
モ
デ

ル
な
ど
の
研
究
開
発
お
よ
び
そ
の
成
果
の
普

及
の
推
進

❼
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視

　
寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
10

月
29
日
、
市
内
で
初
め
て
の
声
掛
け
模

擬
訓
練
を
行
い
、
参
加
し
た
寺
田
地
区

住
民
や
市
職
員
、
福
祉
関
係
者
ら
約
50

人
は
、認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
声
掛
け
模
擬
訓
練
に
入
る
前
に
、
市

職
員
と
西
根
ブ
ラ
ン
チ
の
職
員
に
よ
る

寸
劇
で
学
習
。『
認
知
症
の
人
の
ひ
と

り
歩
き
と
声
の
掛
け
方（
寸
劇
１
）』と

『
家
族
が
い
な
く
な
っ
た
時
の
警
察
へ

の
連
絡
の
仕
方（
寸
劇
２
）』に
つ
い
て
、

時
に
は
ア
ド
リ
ブ
を
織
り
交
ぜ
コ
ミ
カ

ル
に
、
か
つ
悪
い
例
、
良
い
例
と
分
か

り
や
す
く
演
じ
上
げ
ま
し
た
。

　
寸
劇
で
認
知
症
の
人
へ
の
声
掛
け
の

方
法
を
学
び
、
い
よ
い
よ
実
践
訓
練
。

地
区
内
に
認
知
症
高
齢
者
役
を
配
置

し
、
屋
外
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
室
内
の

訓
練
に
切
り
替
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
各
部
屋
に
認
知
症
高
齢
者
役

を
配
置
し
、
班
ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
高
齢
者
役
に
は「
参
加
者
に

家
に
帰
る
よ
う
声
掛
け
を
さ
れ
て
も
、

は
ぐ
ら
か
す
よ
う
に
」と
事
前
に
説
明

さ
れ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
は
世
間
話

を
し
な
が
ら
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
優

寺田地区コミュニティセンター長
畠山 城

し ろ し

司さん（70） ＝荒木田＝

認知症の人への対応ポイント

◆対応の心得“３つの「ない」”

①驚かせない ②急がせない ③自尊心を傷つけない

◆対応の７つのポイント

①まずは見守る ②余裕を持って対応する

③声を掛ける時は１人で ④後ろから声を掛けない

⑤相手に目線を合わせてやさしい口調で

⑥おだやかに、はっきりした話し方で

⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

地域の拠点であるコミュニティセンターを活用して
認知症の人を見守ることができる地域に

Interview

認
知
症
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病
気
で
す

市内で初めて「声掛け模擬訓練」
を実施した主催者の声

し
く
接
す
る
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
声

を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
事
前
に
寸
劇
で
学

習
し
て
い
な
い
と
、
き
ち
ん
と
し
た
対

応
は
で
き
な
か
っ
た
」「
日
常
か
ら
今

日
の
訓
練
で
覚
え
た
対
応
を
心
掛
け
た

い
」と
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
訓

練
前
と
比
べ
て
認
知
症
に
対
す
る
意
識

の
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
り
・
支
え
合
う
地
域
へ

広
が
る
理
解
の
輪
～
認
知
症
～
「
お
め
さ
ん 

ど
こ
さ
行
く
の
？
」

そ
の
一
言
か
ら
始
ま
る
見
守
り
の
地
域
づ
く
り

もし、家族が行方
不明に

なったら、少しでも
早く１１０

番しましょう。

まずは見守ろう。

相手の言葉に耳を傾けよう。

目線を合わせて、

優しい口調で。

声
掛
け
模
擬
訓
練（
10
月
29
日
、

寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

寸劇２

寸劇１
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3 市認知症高齢者等見守り推進事業

　ＧＰＳ（衛星利用測位システム）機能の付いた端末
機（携帯電話除く。）の購入に係る経費の一部を補助

　
「
妻
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」と

思
っ
た
の
は
８
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
。

物
忘
れ
や
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
話
す

な
ど
の
症
状
が
出
始
め
ま
し
た
。
当
時
、

私
は
認
知
症
に
対
し
て
理
解
や
知
識
が

足
り
な
か
っ
た
た
め
、
伝
え
れ
ば
分
か

る
と
思
い
、叱
っ
た
り
、冷
た
く
当
た
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
症
状
が
だ
ん
だ
ん
と
進
ん
で
い
く
に

つ
れ
、
妻
は
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
、

料
理
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
は
全
て
私
が

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ

と
り
歩
き
も
す
る
よ
う
に
な
り
、
目
を

離
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
当
然
、
自
分
の
時
間
が
持
て
ず
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
情
報
収
集
し
て
、
自
分
で
道
を

切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
の

は
昨
年
、
民
生
委
員
か
ら
の
誘
い
を

受
け
て
夫
婦
で
訪
れ
た「
ゆ
う
ゆ
う
カ

フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）」で
し
た
。
そ

こ
で
知
り
合
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
紹
介
で
、
今
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
始
め
、

や
っ
と
自
分
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
す
が
、
心
に

余
裕
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
家
族
が
認
知
症
か
も
…
と
悩
ん
で
い

る
人
は
、
早
い
う
ち
に
専
門
医
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
軽
い
う

ち
に
治
療
を
始
め
れ
ば
、
薬
で
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

自
分
も
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
ゆ
う

ゆ
う
カ
フ
ェ
な
ど
の
情
報
交
換
で
き
る

場
を
活
用
し
、
一
人
で
不
安
を
抱
え
込

ま
ず
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　今年度から、市地域包括支援セン
ターに、認知症地域支援推進員を配置
しています。
　同推進員は、医療機関や介護サービ
ス事業所などの地域の支援機関をつな
ぐ連携支援、認知症の人やその家族を
支援する相談業務などを行っています。

1 ゆうゆうカフェで気軽に相談“リフレッシュ”

　各地域のブランチでは、認知症の人やその家族、
物忘れが心配な人、認知症に関心のある人など、
誰でも気軽に参加できるカフェを開催しています。
　「もしかして、認知症かも」と不安になったり、
介護の悩みを相談できなかったりしている人は、
一度参加してみませんか。参加者同士の交流や情
報交換が、あなたの一助となるかもしれません。

2 盛岡広域シルバーケアＳＯＳネットワークシステム

　住所、氏名、生年月日、体格などの基本情報と
写真を警察署に登録。登録者の行方が分からなく
なったときに、家族から連絡を受けた警察署は、
登録されている情報を関係団体（市役所や消防署
など）に通報し、捜索協力を依頼します。
　申込窓口は、市地域包括支援センターです。

■　

み
ん
な
で
な
ろ
う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
孫
世
代
の
た
め
の
認
知
症
講
座
は
10

月
24
日
、
平
舘
小
で
行
わ
れ
、
４
年
生

か
ら
６
年
生
の
児
童
52
人
が
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
認
知
症
は
脳
の

病
気
で
あ
る
こ
と
、
環
境
や
周
り
の
人

の
接
し
方
で
症
状
の
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
に
は
、
認
知
証
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
交
付
さ
れ
た
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
腕
に
付
け
た
児
童
た
ち

は
、
地
域
の
認
知
症
の
人
を
温
か
く
見

守
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

■　

講
演
会
で
知
ろ
う
認
知
症

　
市
在
宅
介
護
・
認
知
症
講
演
会
は
11

月
12
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で

介護者70代男性　＝市内在住＝

Interview

認知症の妻を介護する夫の声

まさか妻が認知症に
なるなんて…

家族など介護者向けの支援

【今年度の開催日程】
▶ゆうゆうカフェにしね　１月９日㈫、２月13日
㈫、３月13日㈫　場所　珈琲メトロノーム（大更）
▶ゆうゆうカフェたやま　※３月開催予定

情報交換や悩みを共有できる場の提供（1）、ひと
り歩き対策（2・3）で家族を支援します。

「ゆうゆうカフェまつお」初開催
（10月20日、オークカフェ）

西根ブランチによるミニ講話
（10月10日、珈琲メトロノーム）

します。事前に申
請書の提出が必要
ですので、購入前
に市地域包括支援
センターまでお問
い合わせください。
■助成額　上限
18,500円（一人に
つき１回限り）

認知症地域支援推進員を配置
今年度から

認知症地域支援推進員
津志田 悠

はるか

さん
認知症と診断さ
れても、家族や
地域の皆さんの
少しの見守りで
できることがま
だまだあります。
各地区で開催し
ている「ゆうゆう
カフェ」にも参加
していますので、
気軽に声を掛け
てください。

高齢者の暮らしをサポートする
総 合 相 談 窓 口

周
囲
の
理
解
を
広
め
る
取
り
組
み

　
孫
世
代
の
た
め
の
認
知
症
講
座
は
、

毎
年
市
内
の
小
・
中
学
校
で
開
か
れ
、

29
年
度
は
４
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
、
市
民
約
１
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
認
知
症
地
域
支
援
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、

和
ね
っ
と
D
S
D
研
究
所
の
森
岡
朋
子

氏
が「
認
知
症
っ
て
な
あ
に
？
～
知
る
・

つ
な
が
る
・
支
え
あ
う
～
」と
題
し
、
講

演
。
森
岡
氏
は
❶
ま
ず
は
認
知
症
に
つ

い
て
知
る
こ
と 

「
理
解
」 ❷
自
分
か
ら

心
を
開
い
て
他
人
を
受
け
入
れ
る
努
力

を
す
る
こ
と
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
く

こ
と 

「
つ
な
が
り
」 ❸
地
域
の
誰
も
が

認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、

見
守
り
支
え
あ
う
こ
と 

「
支
援
」 の
３

つ
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
町

亞あ

せ

い聖
氏
に
よ
る「
十
年
介
護
～
車
い
す

の
母
と
過
ご
し
た
軌
跡
の
時
間
」と
題

し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演会の参加者からいただいた感想・意見を掲載します。
認知症を知らない人、自分は大丈夫だと思っている人の考
えるきっかけになることを期待します。
▶認知症には原因となる病気があることを初めて知りました。▶認
知症の行動・心理症状は、環境から受ける影響が大きいことが分か
りました。やさしく接したいです。▶無知で介護していたこと、今日
の話を聞き反省しきりです。▶いずれはわが身、また身近であるかも。
▶家族の介護中です。今日の話を聞いて、少し疲れている自分に気付
けました。▶（子どもたちが実施した声掛け訓練の動画を見て）子ども
の頃から関わっていくことや地域での取り組みが大切だと感じまし
た。▶認知症になったことを隠さず、話せる社会が当たり前になれば。
私も自分から心を開く努力をしていきたいです。▶認知症に限らず、
普段から声掛けや見守りが自然な地域づくりが必要だと思いました。
▶普段から「ありがとう」と言えるように心掛けたいです。

困っている高
齢者がいたら

、

やさしく声掛
けします。

　市地域包括支援センターは、介護、
福祉、保健、医療などさまざまな面
から高齢者の生活を総合的に支援す
る機関です。
市地域包括支援センター

（市役所健康福祉課内）
☎74-2111・内線1090～1095

　各地区には、地域に根ざした相談
窓口「地域包括支援センターブラン
チ」があります。
西根ブランチ

（特別養護老人ホームむらさき苑内）
☎75-1255
松尾ブランチ

（介護老人保健施設希
の ぞ み

望内）
☎71-1012
あしろ苑ブランチ

（介護老人保健施設あしろ苑内）
☎72-3511
りんどう苑ブランチ

（特別養護老人ホームりんどう苑内）
☎73-2860

平舘小の認知症サポーター
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